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広報　常陸大宮　　　　平成１８年１２月号２

常
陸
大
宮
市
総
合
計
画
が
答
申
さ
れ
ま
し
た

常
陸
大
宮
市
総
合
計
画
が
答
申
さ
れ
ま
し
た

常
陸
大
宮
市
の
将
来
像
を
描
く

常
陸
大
宮
市
総
合
計
画
が
答
申
さ
れ
ま
し
た

　

常
陸
大
宮
市
総
合
計
画
審
議
会
（
駒
田

強
会
長
ほ
か
委
員　

人
）
で
は
、
矢
数
市

２８

長
が
諮
問
し
た
、
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
指

針
と
な
る
「
豊
か
な
自
然
と
調
和
し
た
安

心
・
快
適
な
活
力
の
ま
ち
」
を
将
来
像
と

す
る
総
合
計
画
案
（
基
本
構
想
、
前
期
基

本
計
画
）
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
慎
重
に

調
査
・
審
議
が
重
ね
ら
れ
て
き

ま
し
た
が
、
市
の
ま
ち
づ
く
り

の
指
針
と
し
て
妥
当
で
あ
る
と

結
審
さ
れ
、
要
望
事
項
を
添
え

て
矢
数
市
長
へ　

月　

日
に
答

１０

１２

申
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
山
方
地
域
審
議
会

（
木
村
眞
一
郎
会
長
ほ
か
委
員

９
人
）、
美
和
地
域
審
議
会
（
瀬

賀
洋
会
長
ほ
か
委
員
９
人
）、

緒
川
地
域
審
議
会
（
長
沼
功
会

長
ほ
か
委
員
９
人
）、
御
前
山

地
域
審
議
会
（
古
田
土
滋
会
長

ほ
か
委
員
９
人
）
に
も
総
合
計

画
案
を
同
様
に
諮
問
し
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
審
議
が
行
わ

れ
、
こ
の
度
、
各
地
域
の
要
望

事
項
な
ど
を
添
え
て
答
申
さ
れ

ま
し
た
。

総
合
計
画
と
は
…

　

総
合
計
画
と
は
、
自
治
体
の
全
て
の
計

画
の
基
本
と
な
る
も
の
で
、
長
期
展
望
に

立
っ
た
計
画
的
、
効
率
的
な
行
政
運
営
の

指
針
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
総
合
計
画
は
、
合
併
協
議
で
多
く

の
議
論
を
い
た
だ
い
た
新
市
建
設
計
画
の

基
本
的
な
考
え
方
を
継
承
し
つ
つ
、
少
子

高
齢
化
、
環
境
問
題
、
国
際
化
な
ど
社
会

が
直
面
し
て
い
る
課
題
へ
の
対
応
や
、
本

市
が
県
北
西
部
の
中
心
的
な
都
市
と
し
て

成
長
し
て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

総
合
計
画
の
内
容

　

総
合
計
画
は
、
基
本
構
想
、
基
本
計
画
、

実
施
計
画
の
３
つ
の
計
画
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

総
合
計
画
の
計
画
期
間

　

総
合
計
画
の
計
画
期
間
は
平
成　

年
度

１９

か
ら
の　

年
間
で
す
。

１０

　

基
本
計
画
は
、
最
初
の
５
年
間
に
つ
い

て
は
前
期
基
本
計
画
を
策
定
し
、
残
り
の

期
間
に
つ
い
て
は
、
社
会
経
済
情
勢
の
変

化
や
前
期
基
本
計
画
の
実
施
状
況
な
ど
を

踏
ま
え
、
後
期
基
本
計
画
を
策
定
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
実
施
計
画
は
、
３
年
間
の
計
画

を
毎
年
度
更
新
し
て
い
く
ロ
ー
リ
ン
グ
方

式
で
策
定
し
、
予
算
や
組
織
な
ど
の
実
状

と
の
整
合
性
を
図
る
た
め
毎
年
度
改
定
し

ま
す
。
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総総総総総総総総総総総総総総総総
合合合合合合合合合合合合合合合合
計計計計計計計計計計計計計計計計
画画画画画画画画画画画画画画画画
審審審審審審審審審審審審審審審審
議議議議議議議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会会会会会会会
でででででででででででででででで
のののののののののののののののの
審審審審審審審審審審審審審審審審
議議議議議議議議議議議議議議議議

総
合
計
画
審
議
会
で
の
審
議

　

平
成　

年
３
月　

日
に
市
長
が
諮
問

１８

２７

し
、
協
議
の
結
果
次
の
よ
う
な
要
望
事
項

が
追
記
さ
れ
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

 

（
答
申
書
一
部
抜
粋
）

計
画
の
周
知
と
市
民
参
加

　

本
計
画
を
推
進
し
、
市
の
将
来
像
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
市
民
の
理
解
と
協
力

が
必
要
と
な
る
た
め
、
計
画
の
趣
旨
及
び

内
容
を
市
民
に
積
極
的
に
情
報
提
供
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
じ
て
市
民
の
主
体

的
な
参
加
を
求
め
、
市
民
と
行
政
と
の
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進

す
る
こ
と
。

施
策
の
推
進

　

本
計
画
の
効
果
的
な
推
進
を
図
る
た

め
、
合
理
的
か
つ
計
画
的
な
行
政
運
営
に

努
め
る
こ
と
。
ま
た
、
地
方
財
政
は
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
た
め
、
各
事

業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
財
源
の
確
保

と
効
率
的
な
財
政
運
営
に
努
め
る
こ
と
。

社
会
変
化
等
へ
の
対
応

　

本
計
画
は
、　

年
間
の
長
期
に
渡
る
ま

１０

ち
づ
く
り
の
指
針
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
社

会
経
済
情
勢
の
動
向
や
市
民
の
要
望
を
的

確
に
把
握
し
随
時
見
直
し
を
行
う
な
ど
、

柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
。

地地地地地地地地地地地地地地地地
域域域域域域域域域域域域域域域域
審審審審審審審審審審審審審審審審
議議議議議議議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会会会会会会会
でででででででででででででででで
のののののののののののののののの
審審審審審審審審審審審審審審審審
議議議議議議議議議議議議議議議議

地
域
審
議
会
で
の
審
議

　

平
成　

年
３
月
に
４
つ
の
地
域
審
議
会

１８

そ
れ
ぞ
れ
に
市
長
が
諮
問
し
、　

月
ま
で

１０

協
議
を
行
い
、
次
の
よ
う
な
要
望
事
項
な

ど
が
追
記
さ
れ
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

 

（
答
申
書
一
部
抜
粋
）

【
山
方
地
域
審
議
会
】

�
本
計
画
を
推
進
し
、
市
の
将
来
像
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
市
民
の
理
解
と
協

力
が
必
要
と
な
る
た
め
、
計
画
の
内
容

に
つ
い
て
周
知
徹
底
す
る
こ
と
。

�
み
ん
な
の
手
作
り
で
築
く
ま
ち
を
推
進

す
る
た
め
、
市
民
の
意
識
の
高
揚
を
図

る
と
と
も
に
、
地
域
づ
く
り
や
自
治
活

動
の
中
心
的
役
割
を
担
う
行
政
区
へ
の

加
入
を
促
進
す
る
こ
と
。

�
文
化
活
動
等
の
成
果
発
表
や
す
ぐ
れ
た

芸
術
と
ふ
れ
あ
う
機
会
を
市
民
が
等
し

く
享
受
で
き
る
よ
う
、
山
方
地
域
に
お
け

る
文
化
の
拠
点
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
。

【
美
和
地
域
審
議
会
】

�
保
護
者
負
担
の
軽
減
を
図
る
な
ど
、
少

子
化
対
策
を
重
点
的
に
推
進
す
る
こ
と
。

�
道
路
は
市
民
生
活
の
向
上
に
不
可
欠
な

も
の
で
あ
り
、
整
備
の
遅
れ
て
い
る
美

和
地
域
の
道
路
に
つ
い
て
は
早
急
に
整

備
を
進
め
る
こ
と
。
ま
た
、
緒
川
ダ
ム

中
止
に
伴
う
関
連
地
域
振
興
計
画
を
速

や
か
に
完
遂
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

�
児
童
数
減
少
が
進
む
美
和
地
域
の
小
学

校
に
つ
い
て
、
適
正
規
模
の
維
持
に
考

慮
し
つ
つ
、
今
後
の
学
校
運
営
を
進
め

る
こ
と
。

【
緒
川
地
域
審
議
会
】

�
住
む
人
が
い
て
の�
ま
ち
づ
く
り�
で

あ
り
、
定
住
促
進
に
つ
な
が
る
雇
用
の

場
の
確
保
な
ど
人
口
減
少
に
対
し
積
極

的
に
取
り
組
む
こ
と
。

�
食
料
等
の
供
給
や
緑
地
空
間
の
提
供
な

ど
重
要
な
機
能
を
有
す
る
農
地
や
森
林

を
保
全
す
る
と
と
も
に
、
農
林
業
従
事

者
の
高
齢
化
に
対
応
し
た
実
効
あ
る
農

林
業
の
振
興
策
を
推
進
す
る
こ
と
。

�
市
民
が
老
後
の
生
活
の
憂
い
な
く
、
生

涯
を
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
国
民

年
金
の
加
入
促
進
と
保
険
料
の
徴
収
率

向
上
に
努
め
る
こ
と
。

【
御
前
山
地
域
審
議
会
】

�
中
越
地
震
や
豪
雨
等
こ
れ
ま
で
の
災
害

の
教
訓
か
ら
、
防
災
体
制
の
充
実
・
強

化
を
図
る
と
と
も
に
、
防
災
無
線
の
有

効
活
用
を
進
め
る
こ
と
。

�
＊

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
イ
シ
ョ
ン
の
理
念
の

普
及
に
努
め
る
と
と
も
に
、
障
害
者
が

地
域
で
生
活
で
き
る
よ
う
支
援
施
策
の

充
実
を
図
る
こ
と
。

�
遠
距
離
通
学
や
子
ど
も
た
ち
の
安
全
確

保
対
策
と
し
て
、
御
前
山
地
域
の
統
合

小
学
校
の
開
校
に
あ
わ
せ
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
運
行
を
開
始
す
る
こ
と
。

《
総
合
計
画
審
議
会
及
び
地
域
審
議
会
の

会
議
録
は
、
企
画
課
で
閲
覧
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。》

�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�
��
���
��
�
�
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�

��

＊
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
当
た
り
前
に

暮
ら
せ
る
社
会
を
め
ざ
す
と
い
う
理
念
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▲▲

道
路
の

 

ク
リ
ー
ン
作
戦

　

人
間
の
生
活
が
快
適
に
な
る
反
面
、
引

き
起
こ
さ
れ
る
環
境
問
題
。
環
境
の
保
全

と
便
利
な
暮
ら
し
の
両
立
の
た
め
に
は
ど

う
し
た
ら
良
い
か
、
常
に
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
大
切
な
問
題
で
す
。

　

常
陸
大
宮
市
は
、
人
や
動
植
物
が
生
き

て
い
く
た
め
に
欠
か
せ
な
い
水
と
緑
に
恵

ま
れ
た
自
然
環
境
豊
か
な
地
域
で
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
限
り
あ
る
資
源
を
大
切

に
使
い
、
環
境
を
考
え
て
行
動
し
、
こ
の

豊
か
な
自
然
を
守
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

こ
れ
か
ら
常
陸
大
宮
市
の
環
境
保
全
を

推
進
す
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加

と
協
働
に
よ
り
環
境
基
本
計
画
の
策
定
を

行
い
ま
す
。

　

環
境
基
本
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
市

の
環
境
を
い
か
に
良
く
し
て
行
く
か
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
地
域
に
対
す
る
環
境

情
報
の
提
供
や
意
見
等
を
い
た
だ
き
、
計

画
に
広
く
反
映
す
る
た
め
、
環
境
基
本
計

画
パ
ー
ト
ナ
ー
会
議
を
設
置
し
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

　

応
募
の
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
環
境
課

環
境
政
策
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
応
募
に
関
す
る
申
込
書
及
び
資
料
等

を
送
付
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


・
地
域
の
環
境
情
報
提
供

・
市
の
環
境
に
つ
い
て
意
見
交
換
及
び
検

討
・
提
案

・
そ
の
他
環
境
基
本
計
画
の
策
定
に
関
す

る
こ
と

�
�
�
�

・
市
の
環
境
を
良
く
す
る
た
め
の
活
動
と

市
役
所
で
の
会
議
に
出
席
で
き
る
方

・
市
内
に
居
住
し
て
い
る
方
で
選
挙
権
を

有
す
る
方

�
�
�
�
�
…
平
成　

年
３
月
末
ま
で

２０

�
�
�
�
…
公
募
委
員
５
人

　
　
　
　
　
　
（
選
考
委
員
会
で
決
定
）

�
�
�
�
…
平
成　

年
１
月　

日
（
金
）

１９

１９

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
部
環
境
課�
（　

）１
１
１
１

５２

 

　

内
線
１
２
３

�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����

環
境
基
本
計
画
パ
�
ト
ナ
�

�

会
議
の
委
員
を
募
集

　１２月１０日に行われた茨城県議会議員一般選挙の
開票結果（常陸大宮市開票区）をお知らせします。

�那珂郡選挙区（大宮地域、山方地域、美和地域、緒川地域）

合　計女男
当 日 の 有 権 者 数

３５，９５１１８，３９８１７，５５３

 ５４．８８％投票率１９，７２９９，９６６９，７６３投 票 者 数

（届出順）　

得　票　数前・新の別党　派年　齢住　　　　所氏　　名

１，４３１前自由民主党６３那珂郡東海村大字村松澤 畠 俊 光

１２，４６０前自由民主党３２常陸大宮市上町黒 部 博 英

３，７９２前自由民主党８０那珂市額田東郷関　 宗 長

１，７２９新無 所 属４４那珂市額田北郷武 藤 博 光

■東茨城郡北部選挙区（御前山地域）

合計女男
当 日 の 有 権 者 数

３，７１２１，９０１１，８１１

 ４９．７３％投票率１，８４６９２７９１９投 票 者 数

（届出順）　

得　票　数前・新の別党　派年　齢住　　　　所氏　　名

９９６前自由民主党６３東茨城郡城里町大字石塚石 川 多 聞

８２１新無 所 属４７東茨城郡城里町大字石塚多 田 政 士
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気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
に
な
る

と
、
蛇
口
や
水
道
管
、
水
道
メ
ー
タ
ー
器

が
凍
っ
て
水
が
出
な
く
な
っ
た
り
、
破
裂

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
次
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
は
必
ず
防

寒
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
北
向
き
の
箇
所

○
風
あ
た
り
の
強
い
と
こ
ろ

○
屋
外
の
水
道
管
や
蛇
口

○
水
道
管
が
露
出
し
て
い
る
と
こ
ろ

　

不
凍
水
栓
柱
以
外
の
も
の
は
保
温
材
や

毛
布
等
を
巻
い
て
保
温
し
ま
す
。
凍
っ
て

し
ま
っ
た
場
合
は
タ
オ
ル
な
ど
の
上
か

ら
、
ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り
繰
り
返
し
か

け
て
溶
か
し
て
く
だ
さ
い
。

　

蛇
口
や
水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き
は
、

量
水
器
ボ
ッ
ク
ス
内
の
止
水
栓
を
右
に
回

し
て
、
水
が
止
ま
っ
た
の
を
確
認
し
て
か

ら
応
急
手
当
と
し
て
破
裂
部
分
に
布
か

テ
ー
プ
を
巻
き
、
市
指
定
給
水
装
置
工
事

業
者
に
修
繕
の
依
頼
を
し
て
く
だ
さ
い
。

�

�

�

�

����������������������������������

����������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

･･･シリーズ④男女共同参画

��������	
�������������������������� !"#!$��%&'

��������	
������������

基本目標 男女がいきいきと働ける環境づくり

��������	�
����������

��������	
�����������������
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お気軽にご相談ください

　「事業を起こしたい」「再就職したい」
「地域で活躍したい」などの相談や家族
や夫婦や職場での悩みも相談できる施
設です。ちょっとしたことでも気軽に
ご相談ください。

◆女性プラザ男女共同参画室
　水戸市三の丸１－７－４１
　いばらき就職支援センター３階
　�　０２９－２３３－３９８２
　�　０２９－２３３－７８３７（相談専用）
　�　０２９－２３３－１３３０
利用時間：午前９時～午後５時
　　　　　（土日祝日を除く）

���������������������
������������������������������������

�����������������������������

●●●●●●●●●●●●●●●●●
外外外外外外外外外外外外外外外外
にににににににににににににににに
ああああああああああああああああ
るるるるるるるるるるるるるるるる
立立立立立立立立立立立立立立立立
水水水水水水水水水水水水水水水水
栓栓栓栓栓栓栓栓栓栓栓栓栓栓栓栓
のののののののののののののののの

外
に
あ
る
立
水
栓
の

防防防防防防防防防防防防防防防防
寒寒寒寒寒寒寒寒寒寒寒寒寒寒寒寒
のののののののののののののののの
しししししししししししししししし
かかかかかかかかかかかかかかかか
たたたたたたたたたたたたたたたた

 

防
寒
の
し
か
た

●●●●●●●●●●●●●●●●●
蛇蛇蛇蛇蛇蛇蛇蛇蛇蛇蛇蛇蛇蛇蛇蛇
口口口口口口口口口口口口口口口口
やややややややややややややややや
水水水水水水水水水水水水水水水水
道道道道道道道道道道道道道道道道
管管管管管管管管管管管管管管管管
がががががががががががががががが

蛇
口
や
水
道
管
が

破破破破破破破破破破破破破破破破
裂裂裂裂裂裂裂裂裂裂裂裂裂裂裂裂
しししししししししししししししし
たたたたたたたたたたたたたたたた
とととととととととととととととと
きききききききききききききききき

 

破
裂
し
た
と
き

��������	
�	��

▲細かくした発泡スチロールを
ビニール袋に入れる。

▲量水器ボックス内に隙間無く
詰める。
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広報　常陸大宮　　　　平成１８年１２月号６

水道事業会計

２６，４５７人給 水 人 口

９，７９２件給 水 件 数

１，４９２，３９８�
／年

有 収 水 量

１１，０７８�
一 日 最 大
給 水 量

９，８０３�
一 日 平 均
給 水 量

８３．２％有 収 率

業務の状況

収支率収支額予算額区分

４９．２％
３億２，８９６万

３千円
６億６，８６１万

８千円
収入収　

益 ２４．３％
１億６，２３１万

９千円
６億６，８６１万

８千円
支出

１６．２％
２，７０８万
９千円

１億６，７６４万
６千円

収入資　

本 １２．９％
６，１７１万
４千円

４億７，７８５万
９千円

支出

予算の執行状況

地方公営企業法第４０条の２
第１項の規定に基づく公表
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歳出　支出済額　82億9,134万７千円
常
陸
大
宮
市
の
財
政
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

常
陸
大
宮
市
の
財
政
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

��������	
������������������

市 債 の 状 況

構成比現　在　高科　　目

４．８％１４億１，８７１万円総 務 債

０．０％１，２４１万３千円民 生 債

４．７％１３億９，０６２万２千円衛 生 債

３．５％１０億５，０９５万２千円農林水産業債

０．６％１億７，１６７万５千円商 工 債

１３．４％４０億３７１万４千円土 木 債

７．６％２２億８，３０１万円公 営 住 宅 債

１．８％５億４，５９６万６千円消 防 債

８．２％２４億５，８４２万円教 育 債

０．２％６，９８９万６千円災 害 復 旧 債

０．１％２，０５８万２千円地域改善対策債

１４．７％４３億８，２５０万円合 併 特 例 債

２０．４％６０億９，７０８万３千円過疎対策事業債

２０．０％５９億７，４７９万１千円そ の 他

１００．０％２９８億８，０３３万４千円合 計

一般会計

※平成１８年９月３０日現在の住民基本台帳
人口４８，６３１人で算出しています。

※現在高には平成１８年度借入額を含みます。

��������	
��� ����������	

１００．０％１，８３０万円国保診療施設勘定

１００．０％２８億１，５４７万５千円公共下水道事業債

１００．０％３３億４，３９５万６千円農業集落排水事業債

１００．０％１億８，４４６万８千円戸別浄化槽整備事業債

１００．０％１９億９，３２２万７千円上水道事業債

１００．０％３１億６，８８１万２千円簡易水道事業債

１００．０％１億９，１８３万２千円宅地造成事業債

１００．０％４億５，１８３万６千円温 泉 事 業 債

特別会計

※資本的支出額４億７，７８５万９千円に対して資本的収入額の不足額３億１，０２１
万３千円は、過年度分及び当年度分損益勘定留保資金、当年度分消費税及
び地方消費税資本的収支調整額で補てんしました。
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広報　常陸大宮　　　　平成１８年１２月号７
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一般会計　予算現額　210億9,890万７千円
歳入　収入済額　101億9,606万１千円

特 別 会 計
支出済額収入済額予　算　額特別会計区分

１７億８，９９４万円１６億９，８７２万２千円４７億２，３０６万１千円事 業 勘 定国民健康
保 険 ８，６５７万７千円１億２１２万４千円２億２，１００万円診療施設勘定

２０億６，３９２万５千円２２億７，２４４万７千円５０億２，６０５万円老 人 保 健

１億８，３９４万７千円３億４２３万２千円７億４７２万２千円公 共 下 水 道 事 業

６５万円２，６６５万７千円１，１１０万円公 営 墓 地

２億４，３８２万７千円３億３，０３２万５千円１１億１，９６５万２千円農業集落排水事業

１１億８，７９２万円１５億１，７２７万５千円３０億３，０９３万３千円介 護 保 険

２億９，０９３万１千円３億４，６７５万円１０億９９万８千円簡 易 水 道 事 業

６６６万９千円１，１００万４千円９，３００万円宅 地 造 成 事 業

１，７０７万２千円３，３２９万５千円１億６，０９６万１千円戸別浄化槽整備事業

２千円４８万６千円４０万円那珂地方公平委員会

８，９８８万７千円１億４７万１千円１億８，８００万円温 泉 事 業

主な財産の現在高
������
�������������
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お問い合わせ
����������������������
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広報　常陸大宮　　　　平成１８年１２月号８

●
統
計
協
会
総
裁
表
彰

坂
本
澄
男
さ
ん（
富
岡
）／
野
上
進
さ
ん
（
抽
ヶ
台
）

川�
一
郎
さ
ん
（
長
倉
）

統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

●
茨
城
県
統
計
協
会
長
賞

「
し
ょ
う
来
の
ゆ
め
は
？
」

檜
沢
小
学
校
４
年　

武
石　

早
世
さ
ん

小
室　

孝
平
さ
ん

岡�
　
 　

遥
さ
ん

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

寺
門　
　

登
さ
ん
（
上
村
田
）

　

寺
門
さ
ん
は
、
昭

和　

年
に　

代
で
大

２２

１０

宮
町
消
防
団
に
入

団
、
昭
和　

年
か
ら

４８

消
防
本
部
に
奉
職
さ

れ
、
平
成
７
年
に
退
職
さ
れ
る
ま
で
消
防

長
、
県
消
防
協
会
監
事
を
歴
任
、　

年
の
永

４８

き
に
わ
た
り
持
前
の
几
帳
面
さ
と
融
和
協
調

の
精
神
に
よ
り
消
防
職
員
の
育
成
、
組
織
の

強
化
な
ど
積
極
的
に
消
防
行
政
の
円
滑
な
運

営
と
充
実
に
精
励
さ
れ
、
地
域
防
災
思
想
の

普
及
促
進
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
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桑
名　

親
一
さ
ん
（
大
岩
）

　

桑
名
さ
ん
は
、
茨
城
交

通�
の
バ
ス
の
運
転
手
と

し
て　

年
間
、
無
事
故
・

３４

無
違
反
で
安
全
運
転
に
努

め
て
こ
ら
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。「
こ
れ
か
ら
も
、
定
年
ま
で
安
全

運
転
で
頑
張
り
た
い
」と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�
�

岡�
　
　

泉
さ
ん
（
岩
崎
）

　

岡�
さ
ん
は
、
昭
和　
６２

年
に
県
食
品
衛
生
推
進
員

に
委
嘱
さ
れ
、
飲
食
店
等

の
衛
生
管
理
な
ど
食
品
衛

生
に
つ
い
て
営
業
者
か
ら
の
相
談
対
応
、
助

言
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
食
の
安
全
の
た
め

に
現
在
も
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�

小
田
倉　

和
男
さ
ん
（
宇
留
野
）

　

小
田
倉
さ
ん
は
、
昭
和

　

年
に
消
防
団
員
と
な

２７り
、
現
在
ま
で　

年
間
に

５４

わ
た
り
積
極
的
に
消
防
活

動
に
精
励
さ
れ
、
現
在
は
市
消
防
団
長
と
し

て
市
民
生
活
の
安
全
確
保
と
団
員
の
育
成
指

導
や
組
織
の
整
備
強
化
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
県
消
防
協
会
副
会
長
と
し
て
も

活
躍
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
手
腕
と
行
動
力
が

評
価
さ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

月
５
日
、
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

１２
「
第　

回
茨
城
県
統
計
大
会
」が
行
わ
れ
ま
し

４８
た
。大
会
で
は
、統
計
功
労
者
の
表
彰
、統
計

グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
、

市
で
は
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

統
計
調
査
員
表
彰

●
総
務
大
臣
表
彰
（
国
勢
調
査
指
導
員
）

　

長
岡
一
さ
ん
（
上
檜
沢
）

●
総
務
大
臣
表
彰
（
国
勢
調
査
員
）

塩
沢
三
郎
さ
ん（
東
野
）／
森
島
弘
さ
ん（
東
野
）

増
子
良
雄
さ
ん（
宇
留
野
）／
木
村
幹
朗
さ
ん（
舟
生
）

木
村
友
さ
ん（
山
方
）／
清
水
一
夫
さ
ん（
山
方
）

岡
崎
寛
治
さ
ん（
下
檜
沢
）／
檜
山
義
男
さ
ん（
下
伊

勢
畑
）／
小
林
宏
美
さ
ん（
秋
田
）

●
功
労
者
知
事
表
彰

横
山
瑞
夫
さ
ん（
上
町
）／
益
子
保
さ
ん
（
長
沢
）

大
貫
芳
男
さ
ん
（
小
貫
）／
井
坂
三
郎
さ
ん
（
小
貫
）
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大
内　

艶
子
さ
ん
（
栄
町
）

　

大
内
さ
ん
は
、
就

職
さ
れ
て
か
ら
、
副

主
任
介
護
職
員
と
し

て
盲
養
護
老
人
ホ
ー

ム
ナ
ザ
レ
園
を
退
職

さ
れ
る
ま
で　

年
間
介
護
の
職
に
あ
た
ら
れ

３２

ま
し
た
。

　

ま
た
、
定
年
後
は
訪
問
介
護
の
道
を
選

び
、
現
在
も
毎
日
忙
し
く
各
家
庭
を
訪
問
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
「
同
僚
に
恵
ま
れ
、
家
族
の
支
え
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
続
け
ら
れ
た
こ
と
。
介
護
の
仕

事
も
、
逆
に
元
気
づ
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
身
体
が
動
く
限
り
は
続
け
た
い
」
と

語
っ
て
い
ま
し
た
。

▲統計大会に参加した、大臣表彰を受賞された皆さん

川
上　

日
出
吉
さ
ん
（
北
町
）

　

川
上
さ
ん
は
、
今
年
開
催
の
第　

回
５４

大
印
展
（
大
阪
府
印

章
業
協
同
組
合
主
催

に
よ
る
全
国
印
章
技

術
競
技
大
会
）
に
お

い
て
、
そ
の
高
い
技
術
が
認
め
ら
れ
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
平
成　

年
に
は
、
全
国
印
章
技

１６

術
大
競
技
会
（
全
日
本
印
章
業
組
合
連

合
会
主
催
）
で
経
済
産
業
大
臣
賞
を
受

賞
さ
れ
て
い
ま
す
。
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　このコーナーでは、常陸大宮市のさま
ざまな出来事や話題を紹介します。
　皆さんからの身近な情報をお待ちして
います。
　どうぞお気軽に情報をお寄せください。
★情報政策課広報統計係
　� 52－1111（内線383）
　� 53－6010
　e-mail
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第
２
回
常
陸
大
宮
市
生
涯
学
習
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
（
大
宮
地
域
）
が
、
市
文
化
協
会

大
宮
支
部
主
催
に
よ
り　

月
か
ら　

月
に
か

１０

１２

け
て
開
催
。
市
文
化
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
３

会
場
に
お
い
て
、
ダ
ン
ス
発
表
会
、
美
術
展
、

華
道
展
、
茶
会
、
合
唱
祭
、

将
棋
及
び
囲
碁
大
会
、
吹
奏

楽
団
演
奏
会
な
ど
が
連
日
開

か
れ
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ブ
や
公
民
館
講
座
所

属
の
方
、
個
人
で
研
さ
ん
を

積
ん
で
い
る
方
、
学
校
か
ら

の
参
加
な
ど
各
方
面
か
ら
幅

広
い
参
加
が
あ
り
、
練
習
や

学
習
の
成
果
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
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月
３
日
か
ら
３
日
間
、
山
方
公
民
館
に

１１
お
い
て
開
催
さ
れ
、
書
道
や
絵
画
を
は
じ

め
、
児
童
生
徒
や
一
般
か
ら
の
作
品
約
１
２

０
０
点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
様
々

な
ク
ラ
ブ
に
よ
る
体
験
教
室
に
は
多
く
の
方

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
は
文
化
団
体
に
よ
る
芸
能
発
表
会

が
開
か
れ
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
が
発
揮
さ

れ
て
素
晴
ら
し
い
発
表
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
午
後
は
三
遊
亭
円
丈
氏
の
講
演
・

落
語
と
原
田
直
之
氏
の
お
話
と
民
謡
が
披
露

さ
れ
、
曲
に
合
わ
せ
て
民
舞
ク
ラ
ブ
に
よ
る

踊
り
が
披
露
さ
れ
る
な
ど
、
た
く
さ
ん
の

人
々
が
訪
れ
、
会
場
は
大
い
に
賑
わ
い
を
み

せ
ま
し
た
。
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月
３
・
４
日
、
美
和
中
学
校
体
育
館
に

１１
お
い
て
開
催
さ
れ
、
絵
画
や
書
道
な
ど
、
今

年
も
た
く
さ

ん
の
出
展
作

品
が
展
示
さ

れ
、
４
日
の

芸
能
発
表
会

に
は
多
く
の

観
覧
者
で
賑

わ
い
ま
し
た
。
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月
４
・
５
日
、
緒
川
総
合
セ
ン
タ
ー
を

１１
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
児
童
及
び
生
徒

や
一
般
の
方
の
作
品
展
示
の
ほ
か
、
文
化
団

体
な
ど
に
よ
る
芸
能
発
表
会
や
囲
碁
・
将
棋

大
会
が
行
わ

れ
、
真
剣
な
演

技
や
白
熱
し
た

対
局
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
郷
土

料
理
の
試
食
や

健
康
推
進
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
、

多
く
の
方
が
訪

れ
ま
し
た
。

　
　

月　

日
、
美
和
工
芸
ふ
れ
あ
い
セ
ン

１１

１０

タ
ー
に
お
い
て
、
真
屋
順
子
さ
ん
と
高
津
住

男
さ
ん
夫
妻
を
迎
え
て
「
美
和
地
域
文
化
講

演
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
テ
ー
マ
は
「
あ
り
の
ま
ま
そ
の
ま
ま

に
生
き
る
」。

　

女
優
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
た
真
屋
さ
ん

は
、
平
成　

年
、
仕
事
中
に
脳
出
血
で
倒
れ

１２

ら
れ
ま
し
た
。
夫
で
俳
優
の
高
津
さ
ん
の
献

身
的
介
護
と
懸
命
の
リ
ハ
ビ
リ
に
よ
り　

年
１４

に
復
帰
す
る
こ
と
が
で
き
た
そ
う
で
す
。

　

講
演
で
は
、
高
津
さ
ん
と
と
も
に
病
気
と

闘
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、
家
族
の
愛
や
健
康

の
あ
り
が
た
さ
に
つ
い
て
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
集
ま
っ
た
方
々
は
、
お
二
人
の
仲

む
つ
ま
じ
い
様
子
に
心
和
ま
せ
な
が
ら
も
、

真
剣
な
表
情
で
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

美和地域講演会
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▲生涯学習フェスティバル

▲

山
方
地
域
文
化
祭
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士
に
よ
る
運
動
指
導
、
転
倒
骨
折
予
防
に
関

す
る
講
話
、
頭
の
体
操
な
ど
の
ワ
ン
ポ
イ
ン

ト
講
話
、
栄
養
士
に
よ
る
骨
折
予
防
料
理
教

室
な
ど
行
い
、
転
倒
リ
ス
ク
の
少
な
い
生
活

の
実
践
を
学
び
ま
し
た
。
６
回
コ
ー
ス
の
教

室
に
１
回
平
均　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

２０

　

参
加
し
た
方
々
か
ら
は
、「
来
る
の
が
楽

し
み
」「
回
数
が
も
う
少
し
多
く
て
も
よ
か
っ

た
」
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
最
終
日

に
は
修
了
証
書
が
交
付
さ
れ
、
参
加
者
か
ら

は
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。

に
お
い
て
、
県
読
書
推
進
運
動
協
議
会
長
よ

り
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
は
、
た
く
さ
ん
の
方
に
喜
ん
で
も

ら
い
た
い
と
の
純
粋
な
思
い
か
ら
、
幼
稚
園

や
小
学
校
で
子
ど
も
た
ち
に
絵
本
や
紙
芝
居

な
ど
の
楽
し
さ
を
伝
え
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
等

に
参
加
し
地
域
活
動
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
か
わ
せ
み
の
会
は
、
毎
月
第
１
土

曜
日
に
図

書
情
報
館

で
お
は
な

し
会
を
開

い
て
い
ま

す
。
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月　

日
、
恒
例
の
歩
く
会
が　

人
の
参

１１

２３

７０

加
の
も
と
、「
奥
日
立
き
ら
ら
の
里
」
内
の
、

約
４�
の
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

見
晴
ら
し
広
場
で
は
、
美
し
い
景
色
を
眺

め
な
が
ら
手
作
り
の
お
弁
当
を
広
げ
、
家
族

や
友
達
と
一
緒
に
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
秋
の

ひ
と
と
き
を
満
喫
し
ま
し
た
。
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介
護
予

防
事
業
の

一
環
と
し

て
、
市
が

包
括
支
援

セ
ン
タ
ー

及
び
在
宅

介
護
支
援

セ
ン
タ
ー

へ
委
託
し

て
実
施
し

て
い
る
も
の
で
、　

歳
以
上
の
方
を
対
象

６５

に
、
転
倒
な
ど
に
よ
る
骨
折
を
予
防
し
、
寝

た
き
り
に
な
ら
ず
健
康
的
な
老
後
の
生
活
を

支
援
す
る
た
め
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

北
部
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
５
月
か
ら
７

月
に
実
施
し
た
教
室
で
は
、
健
康
運
動
指
導
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読
み
聞
か
せ
の
会
美
和
か
わ
せ
み
の
会

　

市
読
み
聞
か
せ
連
絡
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
「
美
和
か
わ
せ
み
の
会
」
は
、　
１０

月　

日
、
県
立
図
書
館
で
開
催
さ
れ
た
「
い

２９
ば
ら
き
読
書
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
６
」

��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																��������	
豊島区の森つくり隊ツアー

　１１月１１日、２回目となる「豊島区の森つ
くり隊ツアー」を開催。「おがわふれあいの
森」でソメイヨシノの植樹やミズバショウ
の植栽を行いました。
　当日は、朝から断続的に雨に見舞われ、
午前中、矢数市長と内田助役が見守る中、
参加者はカッパを着ての植え付け作業に励
みました。
　午後は、やすらぎの里公園近くにある
「やすらぎの里農園」を会場にイモ掘り体
験。参加者たちは、掘ったイモを袋いっぱ
いに詰め込み、満足そうにお土産として持
ち帰りました。
　その後、物産センター「かざぐるま」、
ごぜんやま温泉「四季彩館」に立ち寄り常
陸大宮市での１日を満喫しました。
　中には毎回参加されている方もいて、
徐々にですが、当市に足を運んでくれる区
民が増えています。今後も、一人でも多く
の方に訪れてもらえるよう、さまざまな事
業を進めていく予定です。
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小場小学校家庭教育学級

　
　

月　

日
、
小
場
小
学
校
に
お
い
て
親
子

１１

１０

で
伝
統
文
化
に
親
し
も
う
と
、
家
庭
教
育
学

級
の
一
環
と
し
て
茶
道
教
室
が
開
か
れ
、
１

年
か
ら
６
年
生
ま
で
の
児
童
と
そ
の
保
護
者

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

教
室
で
は
、
江
戸
千
家
茶
道
教
授
の
菊
池

宗
千
先
生
と
そ
の
お
弟
子
さ
ん
の
指
導
を
受

け
な
が
ら
、
親
子
そ
ろ
っ
て
茶
菓
子
や
抹
茶

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

菊
池
先
生
か
ら
、
お
茶
は
、
ま
ず
お
も
て

な
し
の
心
が
第
一
。
思
い
や
り
の
気
持
ち
が

作
法
の
基
本
で
あ
る
と
の
お
話
し
が
あ
り
、

参
加
し
た
親
子
は
、
背
筋
を
ピ
ン
と
伸
ば
し

な
が
ら
、
あ
い
さ
つ
の
仕
方
や
飲
み
方
な
ど

お
茶
の
作
法
や
心
得
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。
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料
理
コ
ン
ク
ー
ル

　
　

月　

日
、
市
食
生
活
改
善
推
進
員
連
絡

１１

１４

協
議
会
主
催
の
第
２
回
料
理
コ
ン
ク
ー
ル

が
、
お
お
み
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
、
食
改
推
進
員　

人
が
参
加
し
ま

５９

し
た
。

　

地
産
地
消
と
身
近
な
野
菜
の
摂
取
を
め
ざ

し
、
今
年
は
大
根
を
使
用
し
た
料
理
を
募
集

し
た
と
こ
ろ
、
７
品
目
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
長
を
は
じ
め
と
す
る
審
査
員　

人
に
よ

１４

る
審
査
の
結
果
、
最
優
秀
「
大
根
・
ト
ン
ス

テ
ー
キ
」（
根
本
紀
子
さ
ん
・
山
方
支
部
）、

優
秀
「
畑
の
ミ
ル
フ
ィ
ー
ユ
」（
田
丸
あ
ぐ
り

さ
ん
・
大
宮
支
部
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

大
根
が
、
見
事
に
豪
華
料
理
に
変
身
し
て

い
ま
し
た
。
今
後
、
各
地
域
へ
普
及
さ
せ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
最
優
秀
・
優
秀
作
品
は
、
来
年
２

月
９
日
に
開
催
さ
れ
る
常
陸
大
宮
保
健
所
管

内
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
品
さ
れ
ま
す
。

▲最優秀の「大根・トンステーキ」
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　茨城県労働委員会では、労働者個人（パートタ
イマーや派遣社員の方を含む）と使用者との間の
紛争解決を目的とする「個別的労使紛争解決サー
ビス」を行っています。
　このサービスは、県内に所在する事業所の労働
者または使用者の方が申請できます。また、費用
は無料です。
　公益代表（弁護士や大学教授）、労働者代表（労
働組合の役員など）及び使用者代表（会社役員な
ど）の三者で構成するあっせん員が、労使双方か
ら主張をお聞きし、解決に結びつく合意点を探り
ながら、話し合いにより紛争が解決するよう努め
ます。
　申請手続など、詳しいこ
とはお気軽にお問い合わせ
ください。

茨城県労働委員会事務局（県庁２３階）
�　０２９－３０１－５５６３　　�　０２９－３０１－５５７９
電子メール　roudoui@pref.ibaraki.lg.jp

　１１月上旬、北町にある「ふれあいギャラリー」で
梶山富雄さん（抽ヶ台）の水墨画個展が開催されま
した。
　梶山さんは現在７７歳。水墨画は６８歳から始めたそ
うです。今回の個展は、約１０年の間に描きためたも
のが数十点になり、子どもたちに７７歳の記念にどう
かと勧められて開いたそうです。風景画や、水墨画
には珍しいSLを描いたものなど約３０点が展示され、
連日多くの来場者で賑わいました。
　私も個展を開きたいと思っている方は「ふれあい
ギャラリー」をお気軽にご利用ください。詳細は、
大宮公民館（�５２－０６７３）まで。
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広報　常陸大宮　　　　平成１８年１２月号１２

　１０月２９日、
東野区内、蒲
沢集会所及び
法専寺を会場
に、奥久慈県
立自然公園を
良くする会主
催による「玉
川の里秋まつ
り」が行われました。
　この会は、奥久慈県立自然公園のうち区内にあ
る玉川自然公園内の遊歩道の管理やゴミ拾いなど
の整備をボランティアで実施しています。
　まつりでは、地元で採れた新鮮野菜やなどが販
売され、模擬店では豚汁や赤飯などが振る舞われ
ました。
　また、区内の方たちによる歌や踊りなどの芸能が
披露され、賑やかに地域の交流を深めていました。

保健・福祉事業の普及啓発、保健と福祉の連携
強化をめざし「支えあい、みんなでつくる福祉と

健康」をスローガンに、総合保健福祉センターで開催され
ました。
　まず保健衛生功労者表彰式が行われ、市長表彰１１人、常陸
大宮保健所長表彰６人及び１団体の方々が表彰されました。
　また、表彰式後の「ふれあいステージ」は、コーラスで
始まり、南京玉すだれ、日舞などが華やかに盛り上げ、ザ・
ウインズのバンド演奏でしめくくられました。
　また、屋外ではお
祭りらしく、もちつ
きも行われ、ボラン
ティア協議会による
バザー、手をつなぐ
育成会の模擬店など
でも賑わいを見せて
いました。
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　会場となった清流公園には、直径３．５�、重
さ１．８�もある関東一の大鍋が設置され、も
うもうと湯気を立てながら芋煮が完成。奥久
慈のしゃも肉や里芋、ネギなど、地域の食材
をふんだんに使って作られたおいしい芋煮
５，０００食分は、訪れた人々によって平らげら
れました。
　雨もぱらつく肌寒い日でしたが、温かい芋
煮を食べて皆さん笑顔がこぼれていました。

　秋晴れに恵まれた早朝から、西部総合公園
グランドには家族連れをはじめ、たくさんの人が訪れ
ました。
　各団体、企業などによる１００余りの模擬店が軒を並
べ、広い会場のあちらこちらやステージ上では世界の
エンターテイメントショーをはじめ、各団体の演技や
ゲームが繰り広げられ祭りを盛り上げました。
　澄み切った青空の下、模擬店をのぞく人、ショーを
見物する人、ゲームに参加する人など、皆さん思い思
いに楽しんでいました。
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広報　常陸大宮　　　　平成１８年１２月号１３

　美和産のおいしいそばを市内外にＰＲしよう
と、美和物産センター北斗星において新そばまつりが開
催されました。
　当日は好天に恵まれ、けんちんそばやそばの実汁粉の
無料配布でスタート。会場には、時間前から長蛇の列が
できました。
　恒例となった、そば打ち名人益子正巳さんの実演には
大勢の観客が集まり、鮮やかな名人の手さばきに大注
目。感嘆の声があがっていました。
　また、そばの早食い競争では、大人も子どもも気合い
十分。お代わりが間に合わないほどの白熱した戦いとな
りました。
　その他そば打ち体験や特産品の販売などがあり、市内
外から訪れた多くのそば好きの方たちで賑わいました。
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　　緒川物産センター「かざぐるま」において「緒川特産品祭」
が開催されました。
　生・乾しいたけや自然薯をはじめ、手づくり味噌、漬物、厚焼たまご、
万能のたれの販売のほか、生しいたけのバーベキューやきのこ汁、しい
たけスープの無料配布等を行いました。杵つきもちの実演と試食会、り
んごの皮むき大会なども実施され、多くの行楽客で賑わいました。ま
た、生産者自ら特産品のＰＲを行い、「販売」の喜びを味わっていました。
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　今年で２３回目を迎える「ごぜんやままつり２００６」が、
２日間にわたって、御前山総合支所敷地内において開催されました。
　１１日は、毎年恒例となる合唱や琴、吹奏楽の演奏、日本舞踊が披
露されました。テレビでおなじみの生島ヒロシ氏による生涯学習講
演会では、心と体が健康になるストレッチ法に、会場いっぱいに集
まった観客も真剣に取り組んでいました。
　また、１２日は屋外特設ステージでの「青山和子歌謡ショー」や地
元の和太鼓演奏などが会場を盛り上げ、４０余りの模擬店では、御前
山の特産物を覗く人や、ゲームを楽しむ子どもたちで賑やかな１日
となりました。
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広報　常陸大宮　　　　平成１８年１２月号１４

　
　

月　

日
、
市
テ
ニ
ス
連
盟
（
菊
池
修
平

１０

２２

会
長
）
主
催
に
よ
り
、
西
部
総
合
公
園
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
を
会
場
に
男
子　

ペ
ア
、
女
子　

２１

１８

ペ
ア
が
出
場
し
試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
男
子
ダ
ブ
ル
ス
Ａ

優　

勝　

浅
野　
　

毅
・
合
原　

義
人
ペ
ア

準
優
勝　

木
村　

清
悦
・
松
本
三
千
男
ペ
ア

第
３
位　

貝　
　
　

功
・
関　
　

信
一
ペ
ア

○
コ
ン
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン

優　

勝　

鹿
志
村　

貢
・
菊
池　

修
平
ペ
ア

○
男
子
ダ
ブ
ル
ス
Ｂ

優　

勝　

合
沢　

幸
洋
・
河
原
井
一
則
ペ
ア

準
優
勝　

四
倉　

美
弥
・
大
塚　
　

進
ペ
ア

第
３
位　

金
子　

靖
弘
・
石
川　

明
義
ペ
ア

○
コ
ン
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン

優　

勝　

小
林　

雅
美
・
鴨
志
田
重
男
ペ
ア

○
女
子
ダ
ブ
ル
ス
Ａ

優　

勝　

横
塚　

初
江
・
石
崎
三
枝
子
ペ
ア

準
優
勝　

石
川　

節
子
・
貝　
　

智
子
ペ
ア

第
３
位　

河
野
み
な
子
・
蝦
名
と
も
子
ペ
ア

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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月　

日
、
市
民
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大

１１

１２

会
が
行
わ
れ
、
小
学
生
コ
ー
ス　

チ
ー

２２

ム
、
中
学
生
コ
ー
ス　

チ
ー
ム
、
家
族

２４

コ
ー
ス　

チ
ー
ム
、
合
計
２
４
４
人
が
参

１２

加
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
大
宮
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

ス
タ
ー
ト
し
、
各
グ
ル
ー
プ
４
〜
６�
の

コ
ー
ス
を
、
コ
マ
図
に
し
た
が
っ
て
問
題

を
ク
リ
ア
し
な
が
ら
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま

す
。
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
参
加
者
は
地
域

の
文
化
や
自
然
を
観
察
し
な
が
ら
、
友
達

や
家
族
と
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

各
コ
ー
ス
の
優
勝
チ
ー
ム

◆
赤
と
ん
ぼ
コ
ー
ス

中
島
千
尋
、
小
森
遥
香
、
萩
野
谷
栞
、

小
林
ま
い
子

◆
お
ち
ば
コ
ー
ス

和
田
智
加
、
小
泉
朝
紀
子
、
小
泉
佳
愛
子
、

笹
沼
桃
香

◆
か
か
し
コ
ー
ス

野
原
良
晃
、
大
森
祥
太
郎
、
阿
久
津
祐
太
、

冨
山
弘
樹
、
渡
部
貴
洋

◆
コ
ス
モ
ス
コ
ー
ス

叶
野
萌
子
、
国
松
香
里
、
岡�
祐
子
、

藤
田
美
穂

◆
す
す
き
コ
ー
ス

大
串
朋
恵
、
大
串
遥
、
大
串
航
亮
、

茅
根
栞
、
小
森
健
太

◆
紅
葉
コ
ー
ス

山�
雅
子
、
山�
健
太
郎

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

☆順不同・敬称略

�����������

▲市長杯テニス大会に参加した皆さん

　男子・女子ダブルス

��� �������

　１１月７日、市ゴルフ連盟（萩谷勝夫会長）
主催により、ロックヒルゴルフクラブ・レ
イクコースを会場に開催されました。
　大会には、市内から１５９人が参加し、新
ペリア方式により腕を競い合いました。

（グロス・HDCP・NET）
優　勝　安藤　義明（８０・１０．８・６９．２）
準優勝　佐藤　幸雄（７３・　３．６・６９．４）
第３位　会沢　　薫（７７・　７．２・６９．８）
第４位　軍司　悦弘（７１・　１．２・６９．８）
第５位　増子　秀典（８２・１２．０・７０．０）
男子ベストグロス　軍司　悦弘　７１［３４・３７］
女子ベストグロス　会沢　睦子　８５［４５・４０］
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○
女
子
の
部

優　

勝　

チ
ュ
ウ
リ
ッ
プ
Ｂ

準
優
勝　

チ
ュ
ウ
リ
ッ
プ
Ａ

第
３
位　

Ｋ
Ｉ
ク
ラ
ブ

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　
　

月　

日
、
市
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
連
盟
（
河

１０

２９

野
秀
男
会
長
）
主
催
に
よ
り
、
美
和
中
学
校

体
育
館
に
お
い
て　

人
の
参
加
の
も
と
開
催

７０

さ
れ
ま
し
た
。

○
男
子
の
部

優　

勝　

ユ
ニ
ー
ク
ス
Ａ

準
優
勝　

ユ
ニ
ー
ク
ス
Ｂ

第
３
位　

ス
ー
パ
ー
山
方

○
コ
ン
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン

優　

勝　

石
川　

和
子
・
沢
畠
み
え
子
ペ
ア

○
女
子
ダ
ブ
ル
ス
Ｂ

優　

勝　

菊
池
す
み
江
・
中
村　

和
代
ペ
ア

準
優
勝　

近
津　

春
美
・
高
崎　

久
美
ペ
ア

第
３
位　

金
子
由
紀
子
・
中
島　

秋
子
ペ
ア

○
コ
ン
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン

優　

勝　

長
山　

和
代
・
小
林　

恵
子
ペ
ア

優勝した安藤さん�

　
　

月
５
日
、
西
部
総
合
公
園
体
育
館
に
お

１１
い
て
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟（
中
村
稔
会
長
）

主
催
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
市
内
か
ら　

チ
ー
ム
が
参
加

１６

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

優　

勝　

グ
ル
ー
ビ
ー

準
優
勝　

盛
和

第
３
位　

フ
ォ
ル
タ
ー
ズ

野
中
バ
レ
ー
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広報　常陸大宮　　　　平成１８年１２月号１５

　
　

月　

、　

日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、

１１

１９

２３

市
サ
ッ
カ
ー
連
盟
（
秋
山
充
会
長
）
主
催

に
よ
り
、
西
部
総
合
公
園
多
目
的
グ
ラ
ン

ド
ほ
か
３
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
中
学
生
の
部　

チ
ー
ム
、

１４

一
般
・
高
校
の
部
６
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

好
試
合
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

○
中
学
生
の
部

優　

勝　

大
宮
中

準
優
勝　

緒
川
中

第
３
位　

瑞
竜
中
（
常
陸
太
田
市
）

○
一
般
・
高
校
の
部

優　

勝　

Ｃ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｙ

準
優
勝　

那
珂
高
校
Ａ

第
３
位　

那
珂
高
校
Ｂ
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�
�
�
�
�
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月　

日
、
御
前
山
総
合
運
動
公
園
ト

１０

２９

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
御
前

山
地
域
内
各
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
と
と
も
に
ス
ポ
ー
ツ
の
楽

し
み
を
味
わ
お
う
と
９
チ
ー
ム
が
参
加
し

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

保
護
者
も
先
生
も
子
供
達
の
大
き
な
声

援
を
受
け
て
ハ
ッ
ス
ル
プ
レ
ー
あ
り
、
珍

プ
レ
ー
あ
り
、
心
地
よ
い
汗
を
か
い
て
い

ま
し
た
。

優　

勝　

長
倉
小
Ａ

準
優
勝　

野
口
小
５
学
年

第
３
位　

伊
勢
畑
小
Ｂ

▲中学生の部で優勝した大宮中学校の皆さん

▲一般・高校の部で優勝したCANARYの皆さん

���� �������

　１０月２５日、緒川体育協会（掛札行雄会長）主
催により、カバヤゴルフクラブで開催されまし
た。当日は、天候にも恵まれ、参加した６８人は
楽しい１日を過ごしました。

（グロス・HDCP・NET）
優　勝　中村　嘉尚（９３　２１．６　７１．４）
準優勝　粕谷　和夫（８８　１５．６　７２．４）
第３位　長山　和義（８０　　７．２　７２．８）
第４位　五位渕　裕（９８　２５．２　７２．８）
第５位　五位渕　粤（９９　２５．２　７３．８）

練習の成果発揮�
   県中学校新人戦大会

　郡大会、中央地区大会を突破し、県大会で日々の練習の
成果を発揮して見事入賞した選手の皆さんです。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

準優勝　美和中卓球部 第５位　山方中卓球部 第３位　小室奈緒（美和中）

卓球（個人）
卓球（団体）
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　これから冬に向かい空気が乾燥し火災の起こりやすい気象状況となって
きます。
　しかし、一人ひとりが防火の重要性を自覚し、日常生活で防火を実践すること
で、火災による死傷事故や財産の損失を防ぐことができます。
　今回は、いざというときのための“消火器のお話”です。

　消火器には、適応火災を示す色マークがついていま
す。それぞれの火災に適応した消火器を設置してくださ
い。（家庭用消火器には適応火災が図示されています）

　古くなって錆びついた消火器や、落とすなどして変形した消火器を使っていて、容器が破裂して死亡事
故に至った例があります。ご家庭などにある消火器をもう一度点検し、危険だと思われる消火器は販売業
者に依頼して取り替えましょう。たとえ、訓練でも決して使わないでください。

　不適切な点検、高額な請求などで消火器を巡るトラブルが全国的に多発しています。信頼ある業者に点
検を依頼し、あいまいな態度や安易に契約書に押印・サインすることは避け、トラブルに巻き込まれない
ようにしましょう。
　また、一般家庭には消火器設置の法律上の義務付けはありませんが、大切な家族や財産を守るために、
消火器をご家庭に設置する場合は、言葉巧みに高額な請求をする訪問業者を避け、信頼ある販売店でお求
めください。
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　秋の火災予防週間中の１１月１４日、大宮警察署、常陸太田
県税事務所、消防本部の３者で、富岡地内の国道上におい
て危険物移動タンク貯蔵所（タンクローリー）の一斉検査
を実施しました。
　１０台を検査したところ１台に消防法上の不備がみられ指
導しました。
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本
校
は
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
畑
や
水

田
の
多
い
地
域
に
あ
る
小
学
校
で
す
。
三
世

代
が
同
居
し
た
り
同
敷
地
内
に
住
ん
で
い
る

家
庭
が
多
く
、
子
ど
も
た
ち
は
祖
父
母
と
深

く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

生
活
科
や
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
は
、

地
域
の
お
年
寄
り
の
方
を「
ふ
る
さ
と
先
生
」

と
呼
ん
で
学
校
に
来
て
い
た
だ
き
、
昔
の
様

子
を
聞
い
た
り
野
菜
の
話
を
聞
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
下
校
の
時
間
帯
に
は
、
高
齢
者
ク

ラ
ブ
を
中
心
と
し
て
様
々
な
地
域
の
方
々
に

パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

運
動
会
は
地
区
民
と
の
合
同
で
行
い
、
幼

児
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
参
加
し
て
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
秋
ま
つ
り
で
は
、
本
校
で
作
っ
た

も
ち
米
で
の
も
ち
つ
き
。
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
地
域
の
方
を
招
待
し
て
、
四
種
類
の
も

ち
と
豚
汁
で
一
緒
に
会
食
し
て
い
ま
す
。

　

豊
か
な
心
の
育
成
の
一
環
と
し
て
読
書
活

動
に
全
校
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
朝
の　

分
間
読
書
を
週

１０

３
日
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
間
帯
は
全
教

室
が
静
か
に
な
り
、
だ
れ
も
が
熱
心
に
本
を

読
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
ボ

ニ
ー
ト
・
ボ
ニ
ー
タ
」
に
よ
る
読
み
聞
か
せ

も
毎
月
行
わ
れ
て
お
り
、
１
、
２
年
生
の
低

学
年
の
部
と
３
年
生
以
上
の
高
学
年
の
部
に

分
か
れ
て
、
読
み
聞
か
せ
を
し
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
と
て
も
楽
し
み
に

し
て
い
て
、
時
に
は
感
動
の
あ
ま
り
涙
ぐ
む

子
も
い
ま
す
。

　

お
陰
様
で
読
書
好
き
の
子
が
多
く
、
昨
年

度
は
全
校
児
童
が
、　

冊
の
本
を
読
破
す
る

５０

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
度
も　

月
１
日

１１

現
在
で
８
割
の
子
が
す
で
に　

冊
を
読
破
し

５０

て
い
ま
す
。
ま
た
、
４
分
の
１
以
上
の
子
が

１
０
０
冊
以
上
読
ん
で
い
ま
す
。

（小野451番地　�53－1920　児童数：57名）
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例
年　

月
の
第
３
日
曜
日
に
ふ
れ
あ
い
秋

１２

ま
つ
り
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
自
分
た
ち
で

育
て
た
作
物
を
収
穫
す
る
ま
で
の
苦
労
や
喜

び
を
分
か
ち
合
い
、
お
世
話
に
な
っ
た
人
た

ち
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
を
ね
ら

い
と
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
作
物
づ
く
り
や
パ
ト

ロ
ー
ル
や
読
み
聞
か
せ
な
ど
お
世
話
に
な
っ

た
方
た
ち
に
招
待
状
を
書
き
、
地
域
の
い
ろ

い
ろ
な
方
に
来
て
も
ら
い
ま
す
。
会
食
の
準

備
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
成
人
教
育
委
員
が
中
心
に

な
っ
て
行
い
ま
す
。
も
ち
つ
き
を
し
た
り
豚

汁
を
作
っ
た
り
し
て
、
み
ん
な
で
会
食
を
楽

し
み
ま
す
が
、
自
分
た
ち
で
育
て
た
お
米
、

自
分
た
ち
で
つ
い
た
も
ち
と
い
う
こ
と
で
、

味
も
格
別
で
す
。

　

会
食
後
は
、
劇
あ
り
音
楽
あ
り
と
工
夫
を

凝
ら
し
た
学
習
発
表
会
を
み
ん
な
に
見
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

� � � �
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� � � � � � �
� � � � � �
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大
場
小
学
校
は
、
全
校
児
童
数　

人
の
小

５７

規
模
校
で
す
。
人
数
が
少
な
い
の
で
、
学
年

枠
を
越
え
て
活
動
す
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

り
、
そ
の
一
つ
が
全
校
合
唱
で
す
。

　
　

月
の
児
童
生
徒
音
楽
会
を
目
指
し
て
９

１１
月
か
ら
本
格
的
に
合
唱
の
練
習
が
始
ま
り
ま

す
。
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
全
校
合
唱

で
、
パ
ー
ト
も
ソ
プ
ラ
ノ
・
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
・

ア
ル
ト
と
３
つ
に
分
か
れ
て
い
る
の
で
合
わ

せ
る
の
が
大
変
で
す
。
パ
ー
ト
別
の
練
習
か

ら
、
い
よ
い
よ
全
校
児
童
で
の
合
唱
。
み
ん

な
の
心
が
一
つ
に
な
っ
た
と
き
感
動
が
生
ま

れ
ま
す
。

　

音
楽
会
で
は
大
観
衆
の
中
で
思
い
を
込
め

て
歌
う
こ
と
が
で
き
、
一
人
一
人
の
顔
に
満

足
し
た
笑
み
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
講
師

の
先
生
か
ら
も
、「
低
学
年
か
ら
高
学
年
ま
で

心
を
一
つ
に
し
て
歌
い
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。」
と
い
う
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
、
長
沢
の
地

に
ア
メ
リ
カ
人 
宣 せん 
教 

き
ょ
う 

師 
の
夫
婦
が
移
り
住
み

し

ま
し
た
。

　

茨
城
県
北
部
を
中
心
に
、
更
に
は
東
京
で

も
人
道
的
に
大
き
な
功
績
を
残
し
た
ビ
ク
ス

ラ
ー
の
足
跡
を
た
ど
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
��
��
�
	

　

オ
ー
ヴ
ィ
ル
・
デ
ィ
ー
ン
・
ビ
ク
ス
ラ
ー

は
生
国
ア
メ
リ
カ
で
神
学
を
修
め
、
大
学
時

代
に
師
か
ら
聞
い
た
日
本
伝
道
の
話
に
触
発

さ
れ
て
日
本
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
都
市
部

に
比
べ
伝
道
の
遅
れ
て
い
る
地
―
茨
城
の
北

部
を
そ
の
地
と
定
め
ま
し
た
。
同
時
に
来
日

し
た
宣
教
師
た
ち
は
、
太
田
・
大
宮
・
棚
倉
・

大
子
な
ど
を
拠
点
と
し
て
布
教
活
動
を
展
開

し
ま
し
た
。

　

ビ
ク
ス
ラ
ー
の
活
動
に
お
い
て
重
要
な
役

割
を
果
た
し
た
の
が
長
沢
出
身
の
平
塚
勇
之

助
で
す
。
平
塚
は
、
明
治
末
期
か
ら
こ
の
地

域
に
キ
リ
ス
ト
教
を
広
め
、
そ
の
基
礎
を
築

い
て
い
ま
し
た
。
地
元
の
信
者
と
と
も
に
ビ

ク
ス
ラ
ー
は
布
教
活
動
を
始
め
、
長
沢
を
拠

点
に
塩
田
、
山
方
、
小
瀬
へ
と
伝
道
し
、
の

ち
に
は
烏
山
、
茂
木
に
も
教
会
を
作
っ
た
よ

う
で
す
。
現
在
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
大
正
か
ら
昭
和
初
め
の
市
内
に
は
い

く
つ
も
の
キ
リ
ス
ト
教
会
が
あ
り
、
多
く
の

外
国
人
伝
道
師
が
活
躍
し
て
い
た
時
期
が

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
当
時
の
市
内
で
は
、
外

国
人
宣
教
師
は
さ
ぞ
珍
し
か
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
連
日
の
よ
う
に
見
物
人
が
来
た
そ
う
で

す
。
中
に
は
弁
当
持
参
の
人
も
い
た
と
か
。

ビ
ク
ス
ラ
ー
も
、
長
沢
で
の
生
活
の
中
で
地

元
の
人
々
と
親
し
く
交
流
し
、
日
曜
礼
拝
な

ど
に
も
信
者
が
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

い
ま
す
。

　

ビ
ク
ス
ラ
ー
は
栄
養
状
態
の
よ
く
な
い
当

地
の
食
生
活
の
問
題
に
心
を
砕
き
、
教
会
の

隣
に「
ヘ
ル
ス
・
フ
ー
ズ
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
」

と
い
う
自
然
食
品
の
会
社
を
興
し
、
昭
和
五

年
か
ら
操
業
を
始
め
ま
し
た
。
こ
の
会
社
は

彼
の
死
去
す
る
昭
和
四
十
三
年
ま
で
存
続
し

た
そ
う
で
す
。
原
料
と
な
る
牛
乳
を
得
る
た

め
、
太
田
に
牧
場
と
ミ
ル
ク
処
理
場
を
開
く

な
ど
、
県
北
部
の
各
地
に
彼
の
思
想
に
基
づ

く
施
設
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
熱
心
な
慈
善
活
動
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
戦
時
中
は
ス
パ
イ
容
疑
を
か
け
ら

れ
、
一
時
帰
国
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
で
の
活
動
中
に
は
本
国

か
ら
日
本
の
ス
パ
イ
容
疑
を
か
け
ら
れ
る
な

ど
、
彼
の
戦
中
は
苦
難
の
連
続
だ
っ
た
よ
う

で
す
。
戦
後
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
招
き
に
よ

り
早
く
も
昭
和
二
十
一
年
に
再
来
日
し
、
キ

リ
ス
ト
教
宣
教
師
代
表
の
二
十
名
の
う
ち
の

一
人
と
し
て
日
本
の
復
興
に
尽
力
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
日
米
間
を
四
度
に
わ
た
り
往

復
し
、
再
び
長
沢
の
地
に
戻
っ
て
い
ま
す
。
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ビ
ク
ス
ラ
ー
は
ほ
か
に
も
数
々
の
活
動
を

展
開
し
ま
し
た
。
敗
戦
直
後
、
問
題
と
な
っ

て
い
た
戦
災
孤
児
を
養
育
す
る
施
設
「
チ
ル

ド
レ
ン
ズ
ホ
ー
ム
」
が
昭
和
二
十
二
年
に
額

田
（
那
珂
市
）
に
作
ら
れ
ま
し
た
。
ビ
ク
ス

ラ
ー
は
そ
の
開
設
時
か
ら
創
設
者
で
あ
る
鈴

木
通
夫
氏
に
協
力
し
、
運
営
に
携
わ
り
ま
し

た
。
長
沢
の
教
会
兼
住
宅
も
、
彼
が
帰
国
す

る
際
に
チ
ル
ド
レ
ン
ズ
ホ
ー
ム
に
寄
附
さ

れ
、「
ビ
ク
ス
ラ
ー
記
念
館
」
と
し
て
移
築
さ

れ
ま
し
た
。
現
在
も
一
部
が
保
存
さ
れ
、
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
立
市
の
キ
リ
ス
ト
教
学
園
、
東

京
御
茶
ノ
水
の
キ
リ
ス
ト
の
教
会
な
ど
を
設

立
し
、
那
珂
市
の
福
祉
施
設
の
運
営
に
も
携

り
ま
し
た
。
大
正
期
か
ら
五
十
年
に
わ
た
る

日
本
へ
の
功
績
に
対
し
、
死
去
の
同
年
に
は

勲
四
等
旭
日
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ビ
ク
ス
ラ
ー
の
長
沢
教
会
跡
地
に
は
、
彼

が
夫
人
ア
ン
ナ
の
た
め
に
建
立
し
た
記
念
碑

が
今
で
も
ひ
っ
そ
り
と
建
っ
て
い
ま
す
。

※
国
松
サ
タ
氏
、
チ
ル
ド
レ
ン
ズ
ホ
ー
ム
職
員

の
皆
様
に
聞
き
取
り
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
。

（
歴
史
民
俗
資
料
館
）
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▲長沢に建つアンナ婦人の記念碑

▲アンナ・ビクスラー記念館の柱に残るメモリアルプレート
　（那珂市額田・チルドレンズホーム内）
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　エイズとは、HIV（ヒト免疫不全ウイルス）に感染して起こる
病気で、感染すると、身体を病気から守る免疫系が破壊されて、
身体の抵抗力が低下し、様々な感染症や悪性腫瘍にかかってし
まうものです。
　しかし、HIVは感染力が弱く、感染経路も限られていますから、感染予防は確実にできます。
　HIVは主として血液・精液・膣分泌液によって感染するので、日常の社会生活において性行為以外ではま
ず感染することはありません。
　心配な方は、エイズの検査を積極的に受けてください。感染の可能性があったときから３か月以降であれ
ば、感染したかどうかの確実な判定ができます。

■エイズ検査について
◆全国どこの保健所でも無料･匿名で検査ができます。
◆検査結果は直接本人にお知らせします。
◆水戸保健所と土浦保健所では、その日のうちに検査結果をお知らせする即日検査を実施しています。
◆エイズ検査の他に、梅毒とクラミジアの検査も実施しています。

�エイズ検査実施場所

■こんなに増えています！
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平成１8年度「世界エイズデー」キャンペーンテーマ平成１8年度「世界エイズデー」キャンペーンテーマ

茨城県の患者・感染者



広報　常陸大宮　　　　平成１８年１２月号２０

�����

��������	
����� ������

��������	









� 
���

�����������	
������ ����

���������	
�������� �����

�������������������� ��	
��

��������	
���������� ����

�������������������� �	
��

������� �										
 	���

���������	
��� �����

��������	
��������� ����

����������������������	�
��

�������������������� ��	
�

��������	
��������� �����

��������������������	��
���

��������	
�������� �������

���������	
������� �������

������������������� ���	
��

������������������	��
�����

�����

��������	
���� ��������

���������	
������������������

��������	
���
���� ���������

���������	
������������������

�������������	
������������

����������	

�����
������
��� �� ��� �

��������	
����������������

��������	
����������������

������

��������	
�����������
������ ��

��������	
���������������

��������	�
���������������

��������	

�����������	 
�������

���������	��	��
 ��������

�������������	��
 �����

�������������	 
���

��������	
�������������������	

11日・25日
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�美和かわせみの会のおはなし会� �������

�ロゼのつどいのおはなし会� ��������

�めばえの会のおはなし会� ��������

�どんどんちっちのおはなし会� ��������

�はみんぐばあどのおはなし会� ��������
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�子ども放送局���������	
��
���
������

������� ��

�������

���������

�����������

��������������

��������������

��������

�������������������	
�����������	
�����������������������	
����������	
�



広報　常陸大宮　　　　平成１８年１２月号２１

�����������������

����������������

����������������

����������������

�����������������

※市内の医療機関の診療時間は午前９時から午後３時までです。
県外の医療機関については個別にお問い合わせください。
※当番医のやむを得ない都合により休診または、時間変更となる
ことがありますので、電話で確認してからお出かけください。

※チケット販売は、ロゼホールのほか９ヵ所で行っています。
　ただし、電話予約はロゼホールのみとなりますのでご注意ください。
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�休日・祝日の当番医　　12/17～1/28
電話番号病院名（所在地）日付

（52）0547
0287（88）2056
0285（63）2303

岡崎外科医院（上町）
林田医院（栃・那須烏山市）
吉永医院（栃・茂木町）

17

（52）3181
0287（82）2157
0285（63）0320

上久保医院（東富町）
星医院（栃・那須烏山市）
今井医院（栃・茂木町）

23

（53）2115
0287（84）0001
0285（63）0036

丹治医院（東富町）
水沼病院（栃・那須烏山市）
大兼医院（栃・茂木町）

24

0285（63）5131桜井内科（栃・茂木町）29

0287（84）3850
0285（63）1151

山野クリニック（栃・那須烏山市）
茂木中央病院（栃・茂木町）

30

（53）2282
0287（88）6211
0285（64）1122

高瀬医院（宇留野）
青木医院（栃･那須烏山市）
もてぎの森「メディカルプラザ」

（栃・茂木町）

31

（53）1111
0297（82）2170
0285（63）2303

志村大宮病院（上町）
阿久津医院（栃･那須烏山市）
吉永医院（栃・茂木町）

1/1

（53）1111
0297（83）2021
0285（63）0320

志村大宮病院（上町）
阿久津クリニック（栃･那須烏山市）
今井医院（栃・茂木町）

2

（53）1111
0297（83）1166
0285（63）0036

志村大宮病院（上町）
金井医院（栃･那須烏山市）
大兼医院（栃・茂木町）

3

（52）0116
0297（82）2739
0285（63）5131

小泉医院（上町）
烏山台病院（栃･那須烏山市）
桜井内科（栃・茂木町）

7

（54）7777
0297（88）2136
0285（63）1151

一貫堂クリニック（下町）
熊田診療所（栃･那須烏山市）
茂木中央病院（栃・茂木町）

8

（53）1111
0297（83）2250
0285（64）1122

志村大宮病院（上町）
近藤クリニック（栃･那須烏山市）
もてぎの森「メディカルプラザ」

（栃・茂木町）

14

（52）0547
0297（84）1616
0285（63）2303

岡崎外科医院（上町）
佐野医院（栃･那須烏山市）
吉永医院（栃・茂木町）

21

（53）2115
0297（88）2055
0285（63）0320

丹治医院（東富町）
塩谷医院（栃･那須烏山市）
今井医院（栃・茂木町）

28
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なぎなた交流リハーサル大会なぎなた交流リハーサル大会なぎなた交流リハーサル大会なぎなた交流リハーサル大会なぎなた交流リハーサル大会
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古紙配合率����再生紙を使用しています

常陸大宮市の人口（１１月１日現在・推計常住者）

総人口４７，３５２人（男２３，０９６人、女２４，５６人）
世帯数１６，１９１世帯
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なぎなた交流大会
平成19年11月11日～12日
会場地　常陸大宮市

　市内全域の製造事業

所を対象に、平成１８年

工業統計調査を１２月３１

日現在で行います。調

査の実施にあたって

は、本年１２月から１月

にかけて調査員がお伺

いします。

　なお、調査票に記入していただいた内容につ

いては、統計法に基づき秘密が厳守されますの

で、正確なご記入をお願いします。

経済産業省・茨城県・常陸大宮市
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　１１月２５日、西部総合公園体育館において、「ねんりん
ピック茨城２００７なぎなた交流リハーサル大会」を開催し
ました。
　大会には県内から選手が参加し、演技競技、交流試合、
交歓試合が行われ、体育館には気合いのこもった掛け声
が響き渡りました。平成１９年に開催される本大会におい
ても素晴らしい試合が繰り広げられることでしょう。

製造事業所の皆さんへ

嶐郷小の青い目の人形
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　今から約80年前、日米間の親善使節として米国から１万２千体余りの「青い目の人
形」が贈らました。そのうちの一体が、現在も美和地域の嶐郷小学校に保存されてい
ます。
　日本からは、その答礼として58体の市松人形が贈
られました。
　茨城県を代表して米国に渡った答礼人形「筑波かす
み」の里帰りを祝い、10月25日、水戸市内のホテル
において歓迎会が開催されました。歓迎会には、嶐郷
小の青い目の人形「クリッシー」も出席し、約80年を
経て親善使節同士初めて対面しました。
　「筑波かすみ」は、体長86㌢ の大型。米国ウィスコ
ンシン州ミルウォーキー公立博物館に保存されていた
もので、現在人形メーカーに預けられ修復を受けてお
り、完成後は一般公開もされるということです。
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